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社会のレジリエンシーを担保する
位置・時刻情報、通信サービスを提供
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高精度3D測位・時刻供給 災害に強い無線通信
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衛星システムと互換性あり、課題も解決

衛星
システム

地上波
システム

位置情報

高精度時刻供給

MetComの事業領域

位置情報

高精度時刻供給

 屋内・地下

 高さ精度（フロア判定）

 妨害耐性（ジャミング、なりすまし）

事業①:高精度3D測位・時刻供給
地上波システムで衛星システムを補完し、高度化も実現



事業②:災害に強い無線通信
ミッションクリティカル業務従事者向けの通信サービス
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一般の携帯電話 災害に強い無線通信

輻輳に強く、確実な通信手段
 専用周波数を利用

 小容量通信が中心

輻輳により通信困難な事態が発生
 多数のユーザーが同じ周波数を共有

 大容量通信も混在



地上波レイヤーとMetCom
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衛星
システム

地上波
システム

ローカル
システム

放送 測位 (PNT)通信

BS放送
CS放送

地球全体

街全体

室内中心

GPS
みちびき

MetCom
三次元測位システム
（855MHz帯）

地上波放送

センサー式
屋内測位システム

衛星通信

Wi-Fi
ネットワーク

携帯通信

災害に強い無線通信
（900MHz帯） オンリーワン

補完・連携補完・連携



政府の宇宙技術戦略
宇宙と地上の連携への期待
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（出所）「宇宙技術戦略」 2026年2月24日 内閣府宇宙開発戦略推進事務局

https://www8.cao.go.jp/space/gijutu/gaiyou_20260224.pdf



政府の宇宙技術戦略
PNTでは妨害・干渉耐性獲得が課題
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（出所）「宇宙技術戦略」 2026年2月24日 内閣府宇宙開発戦略推進事務局

https://www8.cao.go.jp/space/gijutu/gaiyou_20260224.pdf



宇宙と地上の連携へのMetCom貢献
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宇宙と地上の連携 サービス例
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測位システム連携
衛星情報の地上波再配信

（屋内・地下への情報伝達）

防衛・公共安全・BCP
レジリエントな統合的通信サービス

低軌道衛星・HAPS向け
通信サービス



MetComの三次元測位サービス (MBS)
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GPS上位互換システムを地上に建設し 課題を解決

米国の本分野のリーディングカンパニー
NextNav社とのパートナーシップのもと、
世界最高水準の測位サービスを実現

屋内

地下

高さ

妨害

なりすまし

課題 解決



JAXAとMetComの取組のご紹介
J-SPARC（宇宙イノベーションパートナーシップ）
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MADOCA-PPPとの時刻同期による地上波方式測位システムの精度・安全性向上

MADOCA: JAXAが開発した複数GNSS対応高精度軌道時刻推定を実現するソフトウェア
MADOCA-PPP: MADOCAにより生成された補強情報により、cm級測位を実現するための、高精度測位補強サービス

→ 準天頂衛星と地上波システムの組合せで、GPS補完を万全にする



JAXAとMetComの取組のご紹介
時刻同期による地上波システムの精度・安全性向上
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みちびき
利用の利点

 天頂付近1衛星を使って時刻同期可能

 アレイアンテナや指向性アンテナを使って干渉波を避けて、
みちびきの信号を受信することで高い耐干渉性を実現

時刻
同期

時刻
同期

時刻
同期

MBSに対する外部時刻供給源はGPS

→ 測位精度はGPSの時刻精度に依存

→ GPSの可用性に依存

みちびき / MADOCA-PPPを
時刻同期源として利用することにより、

GPSより高精度な時刻情報を利用
→ 測位精度向上

GPS利用不可環境でも稼働可能
→ 真のGPSバックアップ測位インフラ

日本が制御権を持った測位システム
→ 「日本のインフラ」

GPS

MBS
原子時計内蔵

MBSの基本設計 共創内容

GPS

MBS
原子時計内蔵

みちびき
MADOCA-PPP



GPS、みちびき（QZSS）、地上波システム（MBS）
の比較
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みちびき
（QZSS）GPS MBS

斜め 縦 横

衛星方式 地上波方式



地上PNTシステムの応用ユースケース
ドローンの低空侵入を検知する広域レーダー
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米国事例

15https://metcom.jp/news/2026-05-01_1453/

発生事案

2026年3月、ルイジアナ州シュリーブポートのバークスデール空軍基地周辺で
ドローンの侵入が発生し、数日間にわたり航空機の運航が妨げられた。

12機から15機のドローンが、飛行場を含む機密区域や制限区域の上空を数夜にわたり
飛行し、時には一度に4時間も飛行。ドローンの発生源と飛行経路は依然として不明。

本事案や、近年米軍施設上空で目撃された数百件の同様の侵入事例は、低高度飛
行物体の継続的かつ広範囲にわたる監視体制が依然として不十分であることを示唆。

必要な対策 低高度飛行物体の継続的かつ広範囲にわたる監視体制

PNTシステム
（測位システム）
による貢献

三次元測位システム（5G対応）が果たす役割

• 無人航空機システム（UAS）の運用を支援する広範囲の三次元位置情報提供

• 低空レーダ機能の提供 （低高度センシングによる広域の対UAS監視機能）



ドローン（群）の低空侵入を監視・検知
～ サブギガ帯周波数により広域性確保 ～
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 通信とセンシングの融合 ISAC
(Integrated Sensing and Communication)

 5G通信 + PRSで広域レーダーとして活用
(Positioning Reference Signal)

大手携帯キャリアが
全国に敷設済の
5G基地局・設備

MetComの周波数
（855MHz帯、
940MHz帯）

既存のサブギガ帯通信用
基地局網を活用
（新規投資不要）

大手キャリアの既存周波数
はひっ迫しており
レーダー利用は困難だが、
MetCom周波数による
レーダー利用であれば
対応可能

サブギガ帯の優位性（対3-6GHz）

• 電波到達距離が⾧い
（見通し外や屋内も含む）

• 都市部のみならず広域で利用可能
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Command & Control Center
統合分析

Multi-Static Receiver

基地局

基地局 基地局



MetCom事業
宇宙領域と連携し、国の安全・安心を支える
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ありがとうございました


